
ヱンジン駆動式動力ホースカーの改良試作実験結果について

Improvement of the Power Hose Cart in use now 
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We tried 10 improve the travel附 gperfarmanc怠 ofthe power hose cart in use now. The impro¥'ed 

one is used about twice d凶meterwheel as big as ooe in use now 

We found the following facts as the result or pe巾 rmancetest 00 the improved power hOS4!: cart 

This hose cart cao r凶eover hose lines in a scene of fire essier than the power hose cart in use no ...... 

l はじめに

現在各容に配置してあるエンジン駆動式の動力

ホ スカーは.以前から多〈使用されている手引

弐のホースカ に比べて車舗のilIlをが小きいため，

火災現喝において延畏ホースの上をJIlり組えるこ

とがUずかし<.さらにヱンジン敏簡などの峨合

には，大き信けん引力そ必要とするなど。i東い勝

手が悪いという軍見が出されている.

近年，消防援備機密の省力化.安全化が強く さ

りばれており.更新の時期までにはt 改良.欲作

会行い。より性能の良いbの会実用化することが

急務となっている.

そ こで句 -~引式ホースカーの威繍径をsrぇ'"い

ままこれを動力化ずる方法の研究開先を行った結

果。'"のような改良型動力ホースカーの以作慣が

完成したので.その駁要合報告する.

2 構造概要

改良型動力ホースカーの外眠Eぴ側通，..写真

し 2&び図 1に.また、各部の名称、諸元等".

表 I. 2にそれぞれ示すとおりでめる.

動力源1:，4.5PSの汎用 4サイクルガソリンエ

ンジンを用いI また動力缶迎傾倒として.1A，("クラ

ッチ句車濯機(前進2段.後退 1段}及ぴデフ 7

レンジャル"ャ坊は.現用の動力ホースカーのも

のをその忠ま8質問した.宜速機のチェンゾレバ

及び線料タンクは.ホースヵーの前面に位置させ
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た.

各密宮崎形状，寸法等についてはt 現周の乎引式

とI，Hf閉じであるが 録低地上高をエンジン揮の

み1冊ーとした.これは.ホース棟蔵スペース権保

の関係上行った bのである.

ホースの横載スペ ス，. 図2に示すとお りの

寸法となって匁り，エンジンコ撃の動力スペースと

階段状に照躍させた.I写真3書照)

写真 1 前 面

写真2 側面
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図 2 改良型動力ホースカーの禍能スペース

65田ホ スの飢健闘]能本数をど文の式で京のると

7.54本と仕る.

Nニ幸子x10 

N : ~興組可能本放

V， 手引式ホースヵー積蛾容積

V， 改良盤動力ホースカー積鮫容積

ど.!こ実際に65圃ホ スそ側鎖してみると写真4

のとおり 8'ドが慣綬可能である.

操作要領は次による.

111 スターターロープによりエンジンを始動する.

(扶況によりテョ クレパを引<

121 奇l手をi来精し 1 スタ/ドそ外す.

131 チェンジレハ をロ ギヤの也慣に入れる.

141 スロットルレバーによりヱノジノ回抵をよげ

発進する.

( 6~ ) 

表 l 各衝の名祢等

a時号 郎品 名 繍 考

.< ン シ 〆 4.5PS空冷4サイクル

2 直心?ラ ッ チ

3 変 理 健

4 デ"レン::.-l' (~ギ ヤ

5 給料 タ ンク 3.0 t 

6 ア タ セ ル

7 チェ y ジレバー

s プ ν • 9 補 強フ レ ー ム

!o ス タ J ド

表 2 f:土線路元

項 目 寸 法 寄与

金 4要 1650回

全 緬 1100四

金 高 1050岨

段低地上高 100. 

単体貫録 145kg 

原 動 橡
空冷 4サイクルガソリンエンジ

ン (4.5PS)

変 速峻 前進 2段。後退 }段

クラ γ チ 週七式

プレ • 内部I!ll長弐.嫡径 6曲目

(5) .lJCi車写の状況によりチエム〆ンレパ をトップ

の位殴に入れる.

161 後退する場合Iムチ三 ンジレパ をパックの

位置に入れる.



表3 魯ホースカーの路元 ー性能比殿表

項 n 現1111'引ホースカー

会 民 国50圃

全 鍋 1100圃

全 高 10so..(上伸)

fl低地上高 190圃

車 両 . . 105k11: 

タイヤ 1王 6印刷

動 力 源 人 カ

繍縦性能 方向宜換容易

lーえ鑓性書ス能物)乗(組ホ 1名では困難

fi't .性 能 1402本伝({6550圃圃)) 

~A 負担 付ん引労力大

彼ポ敏ン可プ~仮~'" 一般ポンプ車

写真3 ホース繍銀スペス

写真. 6蜘胴ホース積眠状置

現用動力ホースカー 己主良型動力ホースカー

19日圃 16筑100

1040圃 11曲圃

回o. 1050圃

95圃 l曲園

155kg 145kg 

432l00剛・ {{前後舗愉I 660圃

エンゾンl'咽 5P5) エンジン(4.5PS)

方向車換図様{袈燃側} 方向変換1~場

車輸?韮占t小さいので圏艦 i名で富島

10本165圃) 84 本本(( 6550 回圃) } 

付ん引労11なし けん引労}J信し(要保符力}

専用ポンプ車 一般ポンプ車

166 1 

3 誼良型動力ホースカーの

ヱム〆ジν駆動走行性能

平たん地及び笠坂路においての走行性能実駿結

果及び改良点.特徴などについては.表 3のとお

りである.

4 改良型動力ホースカ一等の

所要けん引力的;IM定実験

エンジン駆動式のホ スカ は，エンジン依障

時等に b容易にえい行できるニとが必要である.

そのため。..・e臣と所要1;ん引力の関係について

次の実検を行い，餓操の比較検討を行った.

o J1lfflの手引式ホースカー車検1王{φ650圃)の

場合

。改良型動力'"ースカー車舗世 {φ650圃)の吻

合

。実慣用動力ホースカー事蛤径 1';3拍・}の掛

合

111 実験設置車ぴ方法

図 3に示すように.電動式ウイ yチのワイヤ

の先舗に荷量変検1lllを取付り.その先にげん弓l

カを濁定するホースカーを順次結合した.さら
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図3 実鞘薮置

に.げん引力の測定結果を記録するため 荷量

買換凶ω出力端子をべノνコーダー(動ひずみ

計経歯)に侵抗 した.

測定するホ スカ にほ削邸中央にキャス

ターそ取付付けん引力のみを例えできるように

した. .た，現附動力ホースカーの取舗を改良

型動力"' スカ {感作彼}。』取付げて けん引

力を測定する場合は ."体が慢地し伝いように

車嶋 F部に木台を敷いた.

湧j定は。ホ スカーをウインチで徐々に引~ .

鈎動時のけん引力をペンレコ ダーに12録 した。

なお.実験条件は表 4のとおりである.

けん引力の測定内容と Lては 平たん地の犠

舎と事舗の前にホースライン(65圃)を担いて

乗り組える場合に必要伝りん引力についてそれ

ぞれ測定した.

観破t苛重として 改良尽J動力ホースヵ ーの議

電時を基準とした65回ホース(11kg)8*&び

50醐ホ ス(9 kg) 4本分に相当する124kgの鍾

りを乗せた。またウインチυJ・ん号l速度を 5cm/ 

""以下に設定 したー

(21 実検結果

ア 平たん地にJ:i11るげん引力

各ホースカーについて.始動向の所要けん

引力を欄定した結果IJ:.ft5のと おりである.

イ 節句物乗り組え時のりん号11J

ホスカ による ホース延従時 符に火災

現渇付近においては l 加Eされた消火周ホー

ス等の障害物舎乗り組えて孟長す る必要があ

る場合がしばしばある.このような渇合にホ

ースカーの車鈴径の;j!いによヲて隊轡物乗り

を富え時記必要なげん号l1Jにどれだ"のきを臭を

表4 実験条件

ホースカー個別 ..・-径 事"唖置 信電. I!II. 

現用手ホ引ー式スカー 6s<>・ 1051;，車 124kg 229k& 

改良雪ホ組動ー力スヵ 6切回 145kg 124kg 269kg 

実 験ホー問スカー ';0・ 125kr 124kr 249kg 

袋S 平たん地における所要けん引力

ホースカー繍別 1車 輪 径 I ll)にけん ~Ih

現用 p~1式 | 
ホースカー 650皿 | 4.0ks!f 

改良型動力 | 
ホースカー 650皿 1 4.2kg( 

実 験 則 l 
ホースカー 350回| 4.5kgf 

表6 陣嘗掬(65岨ホース)乗り越え崎の所要けん引力

ホースカ 11別 E値

ー‘
1> 段大付ん弓Ih

現J司 p;H~
650皿 81.5kgr ホースカー

改良型動力 650圃 師 .0""ホースカー

実 験 問 350皿 1l8.0kof $ースカ占

金ずるかを澗定した.

降書物としてのホ スt;，65田ホ スを使

周し.間舗の砿仰に修した状型車で固定させた.

ま た 1 憤縦荷積及び付ん引越I~については .

平たん地に結けるけん引力測定と同ーとした.

各ホースヵーについて 障害拘束 りさ虫え時

の録商けん引力を測定した結果1;， 1~ 6のと

必りである.

5 考察

車舗径を大き〈すると臨書物等の乗 り組えが腎

易になる翻也について即論的に解航するとどたのと

必りでるる.

障害物 (65皿ホース)を乗 り組えると SのJ粍織

とホースの鯵.'.'.(:二お りるそのまわりのそ ーメ，ト

を考える.

図4に Mいて

W 片鎗にかかる重量 (kgfl 

( 67) 



F 

R， 車始半径 (m) 

H P点のι:】さ(皿)

///// 
W 

図 4 ホース乗り越え時の状況

F:けん引力 (kgf) 

a P~Q聞の長さ (m)

b:P~R聞の長さ (m)

とすると，接点 Pを中心に時計方向にホ スカ一

重量に起因するモーメン卜 M，=W・bが作用し，

反時計方向にけん引力に起因するモーメン卜

M2=F'aが作用している。この状態からけん号|力

Fを増加させていき，両者のモーメン卜が等しく

なったとき，つまり F'a=W・bとなったときWの

地面から受ける反力が Oとなり，車輪が浮いた状

態でつり合う。さらにけん引力 Fを増加させると，

けん引力によるモーメン卜 F'aが重力によるモ

ーメン卜 W'bを上まわり，車輪がホ スを乗り

越える。

したがって理論上， F'a>W・bが障害物乗り越

えの条件ということができる。

これらの関係を整理すると表 7のとおりである。

乗越えの条件である F'a>W・bをさらに必要

けん引力Fについて整理すると

F>i  w ( l )  

なお，一般式として

F 

となる。

〔H(2R， -H) )112 

R，-H 
.W..ー(2)

改良型動力ホースカーと実験用動力ホースカー

について，上記の(1)式を使いけん引力 Fを計算し，

実測値と比較すると表 8のとおりである。

図 4において，改良型動力ホ スカーの場合

F=t-w 

( 68 ) 

表 7 モーメン卜と障害物乗り越えの関係

モーメン卜の|剥係 障害物乗越え可否

F.a<W・b 不 ム目ζ 乙

F' a =W・b つり合う

F' a >W・b 可 自E

表 8 所要けん引力の計算値と実験値

;:?1 改良型動力ホー 現用動力ホース
スカー車輪 カー車輪

(径650凹) (径350mm)

a 260凹 115凹

b 195mm 130皿

b/a 0.75 1. 06 

W 110kg 100kg 

計算値 82.5kg f 106.0kg f 
F 

実験値 85.0kg f 118.0kg f 

WI.;:j:片輸にかかる璽jj;であるから

W=!:.全 269kg)ー(キャスターの受ける盤盆50kg)
2 

= nOkg 

0.195 
よって F=一一一一x110=82.5kg 

0.260 

同様に実験用動力ホースカーの場合

249kg-46kg 
w~"些γヱ'... = 101 .5同

0.130 
よって F = = ~~= x 101司 5=1l4.7kg

0.115 

これをみると，実験値が理論値を若干上まわっ

ているが，空車時のけん引力約4.5kgfを理論値に

加算すれば両者はほぼ一致する。

以上のとおり動力ホースカーの車輪径を350聞

から650凹に変更することにより，平たん地におけ

るけん引力は約6.7%減， 65皿ホース乗越え時のけ

ん引力は約28%減となる。

6固まとめ

今回試作した改良型動力ホースカーの特徴をま

とめると次のとおりである。

(1)長所

ア 手引式ホースカーの車輪等をそのまま活用



したため，一般のポンプ車への積載時に車両

内部の改造を必要としない。

イ エンジン等故障時，現用手引式ホースカー

と同様に人力でのけん引及びホースライン等

の乗り越えが容易になった。

( 69 ) 

(2) 短所

エンジン等の駆動機嫌を組み込むため，ホ

ース積載量が 2本少なくなった。

なお，今後は動力源としてモーター駆動機

構など総合的な研究開発を行っていく必要が

ある。
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